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「
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
　
イ
タ
ド
リ
」
東
京
公
演

の
紙
上
再
演
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

果
た
し
て
如
何
な
る
も
の
に
な
ろ
う

か
。
し
か
も
そ
れ
を
非
再
現
的
に
、
パ

フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
行
う
と
し
た
ら
。

ま
ず
は
、
再
演
を
可
能
に
す
る
３
つ

の
規
則
を
性
急
に
導
入
し
た
い
。

■
規
則
１
　
文
字
列
は
、
１
個
以
上
の

任
意
の
文
字
と
０
個
以
上
の
空
白
と

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
。

■
規
則
２
　
文
字
列
に
対
し
て
、　
一
度

に
１
つ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
を
活
樹
押
す
る
。

■
規
則
３
　
適
用
可
能
な
オ
ペ
レ
ー
タ

は
、
次
の
３
つ
で
あ
る
。

■
∞
‐Ｈ　
切
断

（剥
離
）、
す
な
わ
ち

空
自
の
導
入

■
∞
‐一
　
結
合

（接
合
）、
す
な
わ
ち

空
自
の
消
去

■
∞
‐∞
　
反
転

（た
だ
し
、
最
後
尾
の

部
分
文
字
列
を
）

例
え
ば
、
規
則
１
に
基
づ
き
文
字
列

「Ｈ↓
」肖
）ｏ
四
」
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。

規
則
∞
出
の
適
用

に
よ
り

「
Ｈ
↓
＞

∪
ｏ
四

」
。
規
則
∞
‐∞
か
ら

「
Ｈ
↓
＞

男
ｏ
∪
」。
規
則
”
い
「『
＞
男
ｏ
∪
」。
規

則
∞
占

「Ｈ↓
＞
Ｈ　
卿
ｏ
∪
」
。
規
則
∞
‐∞

「Ｈ↓
，と
　
∪
ｏ
２
。
規
則
”
Ｈ
「Ｈ↓
　
・≧

∪
〇
”
」

・
・
・

こ
こ
で
後
れ
ば
せ
に
公
理
を
導
入
し

よ
う
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
超
越
的
与
件

と
し
て
の
公
理
で
は
な
く
、
形
式
シ
ス

テ
ム
の
公
理
系
に
お
け
る
が
如
く
任
意

に
選
び
う
る
超
越
論
的
与
件
と
し
て
の

そ
れ
で
あ
る
。

■
公
理
１
　
文
字
は
板
で
あ
る
。

改
め
て
、
規
則
１
に
基
づ
き
文
字
列

「『
＞
∪
ｏ
四
」
（
＝
７
枚
の
板
）
が
与

え
ら
れ
る
と
す
る
。
規
則
”
Ｈ
か
ら

「

↓
」肖
０
四
一」。
規
則
ｗ
∞
「
　
男
ｏ
∪
＞
↓
」。

規
則
”
Ｈ
口
　
男
ｏ
∪
　
＞
↓
」

・
・
・

あ
る
い
は

「文
字
は
板
で
あ
る
」
で

は
ど
う
か
。
規
則
∞
■

「文
字
は
　
板

で
あ
る
」
。
規
則
”
∞
「文
字
は
　
る
あ

で
板
」。
規
則
”
い
「文
字
は
る
あ
で
板
」。

あ
る
い
は
前
出
の
文
章

（
＝
板
塀
）

は
ど
の
よ
う
な
集
積
体

へ
と
変
貌
を
遂

げ
る
だ
ろ
う
。
『た
だ
し
こ
れ
は
、
超

越
的
与
件
と
し
て
の
公
理
で
は
な
く
、

形
式
シ
ス
テ
ム
の
公
理
系
に
お
け
る
が

如
く
任
意
に
選
び
う
る
超
越
論
的
与
件

と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
』

あ
る
い
は
次
の
放
射
状

（”
＞
冒
ｏ

‐）
集
積
体
の
原
形
や
如
何
。
『厚
手

の
板の

羅
列
が
、
「縁
」
や

「周
囲
」
と

い
う
纂
編
と
述
叙
の
場
な
昧
曖
を
、

「文
」
す
で
に

「
一一一呈
ｍゲ
ー
ム
」
と

子
は
な
　
ら
な
、
い
か
。
「学
ん
で
し

椅
ま
っ
　
て
い
る
」
パ
レ
ル
ゴ
ン
は
、

作
品
で
も
な
く
　
作
品
の
外
に
く
な
も

で
の
も
る
あ
、
「「橋
」
」
は
　
何
と
何

の
間
に

「体
験
さ
れ
た
周
　
囲
」
と

「体
験
さ
れ
椅
な
い
周
囲
　
」
の
間
に

架
け
ら
れ
る
子
生
の
有
　
限
性
を
少
つ

づ
し
前
方
に
押
し
や
　
っ
て
い
く
』

あ
る
い
は
本
稿
そ
れ
自
体
で
は
。
し

か
も
そ
れ
を
非
再
現
的
に
、
パ
フ
オ
ー

マ
テ
ィ
ブ
に
一^年
つ
と
し
た
ら

適
用
可
能

T
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ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
ゲ
ー
ム
は
成
り
立
た
な
い
。
た
だ
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
い
る
だ
け
で
は
勝
負

が
つ
か
ず
、
や
は
リ
ゲ
ー
ム
は
成
り
立
た
な
い
。
次
々
と
ル
ー
ル
が
進
化
し
て
い
く
、
ス
リ
リ
ン
グ
な

ゲ
ー
ム
感
覚
。
そ
れ
が
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
演
劇
の
特
色
だ
。　
去
る
９
月
４
〜
７
日
、
東
京
の
国
際
交
流
基

金
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
八
戸
の
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
シ
ア
タ
ー
に
よ
る

「「
＞
口
０
⊇
」
公
演
が
行
な
わ
れ
、
大

好
評
だ
っ
た
。
テ
ー
マ
は

「風
景
を
八
グ
」
。
同
時
開
催
の
コ
ロ
ツ
ク
（討
議
）
と
写
真
展
も
同
じ
テ
ー

マ
だ
。
つ
ま
り
、
剥
が
さ
れ
た
風
景
と
は
、
「
＞
口
０
コ
一の
語
頭

「「
＝
そ
れ
」
す
な
わ
ち

「無
意
識
＝
自

動
機
械
」
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
に
ビ
ン
と
く
る
人
は
、
東
京
に
も
そ
う
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

八
戸
に
は
い
る
。
一０
＞
Ｚ
Ｏ
「
ア
ー
ト
デ
イ
レ
ク
タ
ー
の

一
人
、
花
田
喜
隆
で
あ
る
。
花
田
の
劇
評
か
ら
、

当
日
の
舞
台
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
展
開
を
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。
　
　
　
（モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
シ
ア
タ
ー
）

ttoge

▲コロック(討議)ゲスト	左から美術家菅木志雄氏、
批評家倉石信乃氏

▲「イタドリ」(国際交流基金フォーラム)のステージ
左から山田孝太郎、苫米地真弓

▲03年9月4～7日 「イタドリ」のステージ
左から大久保―恵、山田孝太郎、田島千征

●撮影は3点とも、吉田亨

Ｉ
Ｔ
を
ハ
グ

ロ
副
く

口
爆
く
／

（●こ
一●
一Ｆ
中●」
〓
専
〓
■
ヽ
●
一●
（ｒ
”〓
ヨュ
）

〈文
／
花
田
喜
隆
（市
民
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

一ｏ
＞
ｚ
ｏ
「ア
ー
ト
デ
イ
レ
ク
タ
ー
》

な
オ
ペ
レ
ー
タ
は
、
次
の
３
つ
で
あ
る
。

■
上
演

（＝
８
ｇ
贄
‘
）

■
コ
ロ
ッ
ク

（＝
８
も
営
Ｑ
）

■
写
真

（＝
序
〓
ａ
争
“庫
Ｒ
）

な
ん
と
な
れ
ば
、
公
理
１
に
お
け
る

「板
」
は
文
字
通
り
ぎ
Ｒ
Ｏ
、
一つ曽
こ
で
あ

り
、
ま
た
目
隠
し
と
し
て
の
∽ｏ【ｏ８
＝

件
巨
お
ヽ
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

こ
こ
に
至
り
、
我
々
は
よ
う
や
く
次

の
問
い
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

「公
理
２
と
は
，
・

あ
る
い
は
、
空
自

と
は
？
」

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を

「言
う
」
と
き
、
す
で
に

「学
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
」。

（倉
石
信
乃

「菅
木
志
雄

《体
境
連
空
》

《環

空
立
》

《散
境
》
に
つ
い
て
」
「事
実
の
エ
チ

カ
Ｌ
菅
木
志
雄
ノ
ー
ト
」
か
ら
の
引
用
あ
り
。）

演
劇
空
間
ス
ペ
ー
ス
ベ
ン

■11月 7日 (第509回 )

安達良春プラスワンシアター

「ざけロッ!」

■11月 14日 (第510回)

シバミカラオケBOX化計画
■11月 21日 (第511回)

未	定
■11月 28日 (第512回)

KANoKAN男 公開リハ

劇団 lNTELVISTA公演「逃げ水」
23日	開場18:30	開演19:00
24日 	開場13:30	開演14:00
作/演出	渡部	総子
cast//田 面木昭憲、吉田美香、織笠静子、長岡	学
TICKETT	 前売¥1,000	 当日¥1,200

「FANSプロデュース・シアター」
タイトル「KANKAN男」
脚本/佃典彦	演出/五十嵐隆
開演//11月 29日 (土)18時30分、30日 (日 )15時 X開場は30分前
会場/スペースベン
出,員//蝦名貴行、紫葉実、本根寿恵、中川香、自石麻衣子、日中勉、他
チケット/一般1000円、高校生以下500円

駐車場 はございませんので、車

でのご来場はご遠慮下 さい。

(近 くに西町駐車場有 り)

隔雪ロ スペースベン~八
戸市柏崎 1-]1-8
ら	43‐9876
FAX	03-5908‐9120

※スペースベンの上演内容は、ホーム
ページまたはメールマガジンでこ確

認下さい。

※全て午後7時30分～、料金500円
チケットはスペースベンにて販売

Negative	ShOp

※スペースベンでは、毎週月躍日午後7時

30分から、沼尾美也子さんによります

ジャズダンスレッスンを開催していますで
一度見学にいらして下さい。

Friday	Amusement

■
―
―

FANSでは、脚本を広く募集しています。何か表現したくても踏み出せないているあなた、一度「物語」を
書いてみませんか'	FANSで

は、そんな方の思いを大切にして舞台にのせてみたいと思っております。
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